








する項目および, 課外活動 (部活動やサークル, あ
るいはオープンキャンパスやボッチャ大会の実行委
員など) 経験の有無で図 1 に示すとおりである. 1
年時 4月にはアドミッション・ポリシーとディプロ
マ・ポリシーに関わる項目の自己評価, 2～4 年時 4




















2017 年度 4 月には 1 期生に対して調査を実施し,
2018 年度 4 月には 1 年生 (2 期生) および 2 年生
(1 期生) に対して調査を実施した.
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今回はその第 2 報である. 1 年生 (2 期生) の調


























みる (調べる), 支える, つくる, 伝える｣ とい









































⑤ 小集団によるゼミ教育は, 1 年次 ｢導入ゼミ｣,
2 年次 ｢スポーツフィールドワーク｣, 3 年次 ｢専




校, 各種福祉施設, 地域 (総合型地域スポーツク
ラブ等) 等, スポーツの多様な実践場面に出向き,
実際のスポーツ指導現場を体験する ｢スポーツフィー
ルドワーク｣ を 2年次に, 同じく ｢スポーツフィー
ルドワークⅡ1｣ ｢スポーツフィールドワークⅡ2｣






について, 主に関係するものを ｢〇｣, 要素を含む




1 年次は, D1 (スポーツを多角的視点 (人文･社
会･自然科学的視点) から理解している) が 21科目,
D3 (スポーツや運動の意味や価値について理解し





理解し, シラバスを作成し, 授業を行っている. 今





ツの実践力・指導力を養うこと, ｢する, みる (調
べる), 支える, つくる, 伝える｣ という観点を備
えることを重要視している点からも, カリキュラム・












実施されている. また, 全学年 (現在は 1, 2 年生)
を対象に, 障害者スポーツに関する大会ボランティ
アを募集し課外活動を行っており, ボランティアは
希望者のみではあるが, 今年度 4月から 9月までに





2018 年 4 月時点での日本福祉大学スポーツ科学
部の 1年生, 2 年生に対して, 自己評価アンケート
を実施した. 1 年生 188 名のうちアンケートを回答
したものが 188 名, 2 年生 195 名のうちアンケート
を回答したものが 176 名であった. 回収率は 1年生




社会性, 体罰に関する 2項目 (社会人に求められる
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表１：日本福祉大学 スポーツ科学部カリキュラムマップ 凡例：○：達成するディプロマ, △：関連するディプロマ
力, 体罰) を行った.
1 年生に対しては加えて, アドミッション・ポリ
シーに応じた 5 項目 (A1-A5) を追加し, 2 年生に
対しては, 学生にとっての学部教育の意義に関する
項目, 学部教員の学生への向き合い方に関する項目





十分できる｣ ｢3 点：できる｣ ｢2 点：少しできる｣
｢1 点：全くできない｣ の 4 件法で求め, 得点が高
いほど自己評価が高いことを意味している.
体罰の項目に関しては, ｢1 点：全くそうは思わ




関する項目 6項 (No.17-No.22) は, ｢4 点：強くそ
う思う｣ ｢3 点：思う｣ ｢2 点：思わない｣ ｢1 点：全
くそうは思わない｣ の 4件法で評価した.
3-3. 統計処理
4-1 では横断的分析として 1 期生と 2 期生の入学
時の各項目の平均値を, t検定を用いて比較した.
4-2 は縦断的分析として 2017 年度入学者の 1 年次
から 2年次の変化の差を分析するために, 対応のあ
るｔ検定を行った. 4-3 では 1 期生に対し ｢学部教
育の意義に関する項目｣ について, ｢強くそう思う｣
と ｢思う｣ の割合を示した. 4-4 では部活動・サー
クル, ボランティアスタッフ参加の有無とディプロ
マ・ポリシーの回答を, ｢十分できる｣ ｢できる｣
｢少しできる｣ と ｢全くできない｣ の 2 区分に分け
χ2 検定を用い比較した.
なお統計解析には IBM SPSS Statistics 22 を使
用し, 有意水準は５％未満とした.
4. 結果
4-1. 横断的結果 (1 期生と 2 期生の入学時の傾向)
(1) アドミッション・ポリシーの項目比較
1 期生 (2017 年４月学者) と 2 期生 (2018 年 4
月入学) の入学時の結果を図 2に示した. 1 期生, 2
期生とも同じ傾向がみられているが, A1 (入学後
の修学に必要な基礎学力を有している人) は 1期生






図 2 1 期生 (2017 年度入学生)・2期生 (2018 年度入学生) の入学時比較 (アドミッション・ポリシー)
(2) ディプロマ・ポリシーの項目比較
図 3のディプロマ・ポリシーの項目においては,





いては 2017 年度入学者が有意に高く (p<.01), 体
罰の項目は 2018 年度入学者が有意に高かった (p<.
01).
4-2. 縦断的結果 (2017 年度入学者の 1 年次から 2
年次の変化)
2017 年度入学生の 1年次, 2 年次の平均値を図 4
に示した. D4 (発達理論に基づいたスポーツ指導),
D6 (スポーツ大会の企画・運営), D9 (困ってい
る人の支援), 社会人に求められる力の項目で向上
したが, その他の項目は変化なし, または 1年次よ
りも低い値であった.
2 年次が有意に高かった項目としては, D6 (ス
ポーツ大会の企画・運営), 体罰の項目であった
(p<.01). しかし, D7 (深く知ろうという気持ちが











くそう思う｣ ｢思う｣ と肯定的な評価をした. ｢強く
そう思う｣ ｢思う｣ の回答を合わせた割合は ｢スポー
ツ科学部で身についた力は将来役立つと思うか｣ で
は 97.6％, ｢スポーツ科学部の授業でスポーツの様々
な視点を深く知ることができた｣ では 97.4％, ｢教
員は丁寧に支援, 指導をしてくれた｣ では 98.6％,
｢教員は名前を覚えてくれたか｣ では 83.9％, ｢授
業に積極的に取り組むことができた｣ では 92.9％,
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入っている｣ と回答した者は 156 名で, 回答者全体



































図 4 2017 年度入学生の 1年次と 2年次比較 (ディプロマ・ポリシー)
5. 考察
アドミッション・ポリシーの項目比較から, 1 期
生と 2 期生との差としては, A1 (入学後の修学に
必要な基礎学力を有している人) においては 1期生
が高く, A2 (スポーツへの関心があり, 学んだ知
識と身につけた力を社会で活かしたいと考えている
人) については 2期生が高い結果であったが, 全体
的に 1期生と 2期生は同じような傾向が見られ, 項




ことができる人) の 3項目は 3点以上であり, その
他 2項目も 2.6 以上を示していることから, 全体的
に求めている対象の入学生が入ってきている傾向に
ある.
1 期生がこの 1 年間でどのような力をつけたと自
己評価しているかについては, ディプロマ・ポリシー
の項目からは 9項目中 3項目の D4 (発達理論に基
づいたスポーツ指導), D6 (スポーツ大会の企画・
運営), D9 (困っている人の支援) で向上傾向にあっ





















































方に関する自己評価の, 1 期生 (2017 年４月入学)
と２期生 (2018 年４月入学) の学年間比較 (１年
時４月の結果の横断的比較), および 1 期生の経年
比較 (１年時４月と２年時４月の縦断的比較) を行っ
た. その結果, 以下のことが明らかになった.












D3 (スポーツの力を理解し説明する), D4 (発
達理論に基づいたスポーツ指導), D5 (ニーズの
理解のもとスポーツを伝える) に関して有意差が
見られた. ただし, 体罰の項目は 2期生が有意に
高く, 体罰を否定する傾向が強かった.
③ 1 期生の縦断比較では D4 (発達理論に基づい
たスポーツ指導), D6 (スポーツ大会の企画・運
営), D9 (困っている人の支援), および社会人
に求められる力と体罰の項目で向上し, このうち
D6 と体罰の項目で有意差が見られた. 一方, 他
の項目は変化なし, または 1 年次よりも低く,
D7 (深く知ろうという気持ちがある) は 1 年時
と比較して有意に低かった.
④ 1 期生の学部教育の意義, 教員の学生に対する
向き合い方に関する項目 6項目のうち, 5 項目で
肯定的な評価をした学生が 9割以上と非常に評価
は高かった.
⑤ 1 期生のうち, 大学オープンキャンパス等ボラ
ンティアの経験をした学生が 51.1％おり, これ































部 3 ポリシーに基づく学生自己評価アンケート報告 2017









































































の形成, さらに ｢ふくし｣ の発展に資することは本学の
建学の精神に通じると考えている.
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